
春の運動会における組体操実施校への市教委訪問[実態把握及び指導・助言] 平成３０年５、６月 立川市教育委員会 指導課

学校名

（運動会日）
学校における授業の様子と指導・助言の内容①（・→授業の様子、○→指導・助言） 学校における授業の様子と指導・助言の内容②（・→授業の様子、○→指導・助言） 成果や課題・当日の様子など（実施後の報告）

1 柏小学校

（５/２６）

訪問日時・場所（平成３０年５月１０日（木）体育館 ） 訪問日時・場所（平成３０年５月２３日（水）体育館 ） ・技の指導の仕方、補助の仕方等指導主事の指導・助言を生か

して、学年の中でも共通理解を図ることができた。

・安全な指導には留意してきたが、補助等で安全面を更に強化

していく必要がある。

・当日は、実に見事に全員が互いに信頼し、協力し合って全て

の技を完成させた。

・児童の体力が以前に比べて落ちているが、技の難易度を落とし

ても組体操で得られる達成感、成就感は大きい。

内容（クイックピラミッド・グライダー） 内容（一人技・天空の城・ミニタワー・クラス扇）

・５・６年合同、約２００名で実施。 ・指導体制は８名。

・補教教員と「本時の指導」を文書で共有し、人が足りなければ管理職が率先して

練習に参加していた。

○クイック・ピラミッドでは、乗り手の乗る位置や手のつき方について助言した。

○グライダーでは、乗り手を無理な体勢で担いでいるグループが見られたため、担ぎ方

や下ろし方の手順を再度指導すること、必要に応じてポジションチェンジをすること

などを助言した。また、グライダーの状態での隊形移動は、練習の進度によって慎重

に判断するよう指導した。

・５・６年合同、約２００名で実施。 ・指導体制は９名。

・学年によって異なる技を同時に決める構成。

○練習時間を別々にとるなど慎重に練習していたが、６年生の天空の城の方が難易度が

高いことから、天空の城については全グループに補助をつけるよう指導した。

○クラス扇は、三段ピラミッドの上で四段目が立って扇を作る構成。練習段階では、土

台が不安定であったり四段目が立てない様子が見られたりしたため、扇の前後に補助

者をつけることや、技の構成を変更した方が安全かつ確実に技を決められることを助

言した。

2 第三小学校

（５/２６）

訪問日時・場所（平成３０年５月１７日（木）校庭 ） 訪問日時・場所（平成３０年５月２４日（木）校庭 ） ・安全面に配慮しながらも児童にとって達成感のある構成内容で

あり、当日は集中して取り組み、教員の補助を必要とすること

なく行うことができた。練習の成果を発揮し、「サボテン・ウ

ォール」や「やぐら・ウォール」を全員成功させることができ

た。

・４月に行われた体育実技研修で指導していただいたことに留

意し、日本体育大学の「Ｅｎｊｏｙ組体操」の映像内容を参考

にした。けがが多い「サボテン」「倒立」「ダイブ」「人間起こ

し」「全員ピラミッド」等を行わず、時間差で順番に演技する

ことで美しさを表現したり、横に長く広げ見栄えのするものを

選んだりした。

内容（流れの確認、立ち位置の確認、やぐら・ウォール、サボテン・ウォール ） 内容（通し練習）

・指導体制は１８名。（５・６年６学級約１８０名）

・校内指導体制が整っている。児童の取り組む姿勢も素晴らしい。

・人間起こし等けがのリスクの高い技を行わず、けがのリスクの低いタイミングがそろ

うときれいな技を選んで指導していた。

○立ち位置の確認は、教員で事前に共通理解を図った上で、マーク等で明示し、短時間

で行うように指導した。

○やぐら・ウォールやサボテン・ウォールでは、準備時間が短く、隣の児童との間隔が

広すぎて演技できなかったり、急いで完成させようとして不安定な場面があったりし

たので、準備時間に余裕をもたせて安全に演技させるよう指導した。

・指導体制は１１名。

・全体的に児童がよく集中し、きびきびとした動きで取り組んでいた。

○５人フラワーでは、なめらかな動きを表現するために、カウントに合わせて足をしっ

かりと伸ばすことを具体的に示すように指導した。

○クイック・ピラミッドでは、「せーの」という声掛けがよくできていた。完成時に顔を

上げて笑顔を見せられるとよいことを助言した。

○やぐらウォールでは、準備時間がしっかりと確保されていたが、立ち上がった状態で

決めポーズを待つ児童が多かったので、足場をしっかり安定させてから立ち上がると

よいことを指導した。

3 第五小学校

（５/２６）

訪問日時・場所（平成３０年５月１６日（水）校庭 ） 訪問日時・場所（平成３０年５月２２日（火）校庭 ） ・当日は緊張感を伴い、よく集中して演技に取り組んでいた。

全体指導の教員が、補助に入るべき場所、立ち位置、補助の

仕方を練習から教員に伝え、当日も十分に安全に配慮するこ

とができた。

・細かな技のポイントは、全ての児童に徹底させることはでき

なかったが、指導主事からの指導・助言をすぐに児童に伝え、

修正するように努力した。

・当日演技に参加できない児童は、事前から把握していたため、

カウントをとる役割を与えた。音楽を入れずに、子どもの声

がＢＧＭになることのよさを、見ている人たちも実感するこ

とができた。

・練習前に全体指導者が練習内容のプリントや確認事項を記載

したプリントを作成し、練習に入る教員に配布し、安全対策

を行った。

内容（波・補助倒立・肩車・サボテン・人間起こし） 内容（場所の確認、通し練習）

・５・６年合同で実施。

・指導体制は１３名。

・児童は教員の指示をよく聞いて行動できていた。

○サボテンでは、土台の児童の腕が伸びきっていなかったり、上に乗っている児童の膝

が曲がっていたりしたためにバランスが悪かったペアがあったため、技のポイントを

細かく指導するよう助言した。

○波の隊形で腕を組む際に、右腕が上で左腕が下など指導したことを徹底すると動きも

よく見えることを助言した。

○けがにより運動できない児童もいた。役割を与えて参加できる工夫をするよう助言し

た。

○金具のヘアピンを頭にしていたり、手首にヘアゴムをまいたりしている女子児童がい

た。全体で統一して指導するよう指導した。

・５・６年合同で実施。

・指導体制は１８名。

・場所の確認を行い、通し練習を実施。

・技を組み立てる際に、「せーの」や「１，２，３」など児童同士の声掛けがよくできて

いた。

・けがで運動できない児童にも役割があり、一体となって演技を作り上げようとしてい

た。

・前回課題であった、女子児童のピンなども改善されていた。

○技が完成できなかった児童も、ポーズの場面ではポーズを決めるとよいことを助言し

た。

④ 立川第八

中学校

（６/２）

訪問日時・場所（平成３０年５月１７日（木）体育館 ） 訪問日時・場所（平成３０年５月３０日（水）校庭 ） ・全学年でソーラン節の最後の場面で３年生が３段タワーを１

つ作った。

・３段タワーを完成させる時間はかかったが、少しずつ組み立て、

成功させることができた。サボテンとともに、無事に演技を終

えることができた。補助につく教員を指定して安全確保に努め

た。

・ソーラン節については、３年生を中心に全生徒が息を合わせて

取り組んでいた。

内容（ソーラン節・タワー） 内容（ソーラン節・タワー・通し練習）

・指導体制は２名。（タワーの際には補助の教員６名）

・ソーラン節は、腰も低く、力強い。動きにメリハリがあった。声も出ていた。

・ソーラン節の最後に、男子は３段タワー、女子は２段タワーを取り入れていた。

・タワーは選抜メンバーで構成されており、長マットを敷いて、男子１３人で行ってい

た。６人の１段目の周りに３人の生徒が立て膝で手を着き、階段の役割を果たし、登

りやすくしていた。

・１段目だけが声を合わせて上がる練習。２段目と３段目だけで上がる練習を行い、最

後に３段タワーを完成させた。補助の教員もしっかりと配置できていた。

○サボテン、３段タワー共に安全面への配慮は行っているということだが、校庭での練

習では、改めて注意するように指導した。

・全校での練習であったため、指導体制は１７名。

・全体でソーラン節を演技、最後に３年生がタワーを作った。

・生徒はキビキビと行動し、演技もよくできていた。

○タワーは男子１３人で行い、教員が５名補助に入っていた。どの教員がどの場所で、

どう補助するか具体的に明確にしておくよう指導した。
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